
令和７（2025）年１月  日向市

第３次日向市総合計画
����� ���������

概要版

人
と
自
然
が
響
き
合
い
、

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
共
創
の
ま
ち
日
向



1

第１部 総合計画の策定にあたって

総合計画とは

計画の構成と期間

　総合計画は、総合的かつ計画的な市政の
運営を図るために策定するものです。目指
す将来像の実現に向け、市民の皆さんと市
が互いに尊重しながら、それぞれの役割に
応じて主体的にまちづくりを進めていくた
めの市民共有の指針です。本市の総合計画
は、まち · ひと · しごと創生法に基づき策
定する「第３期日向市総合戦略」を包含し
ています。

　少子高齢化の進行により、さらに人口減少が進むことが想定されています。
　国立社会保障 · 人口問題研究所（社人研）の人口予測では、本市の令和 32(2050) 年の人口は 42,322 人と推
計されています。そこで、令和 6(2024) 年 8 月に改訂した「日向市人口ビジョン」では、本市の特性を生かした
人口減少対策を講じることで、令和 32(2050) 年の人口を約 44,000 人とする目標を定めています。　　
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基本構造基本構想

基本構想

基本計画
重点戦略

アクションプラン

第３期日向市総合戦略

日向市人口ビジョン

総合計画

基本計画
重点戦略

○大切にしたい考え方
○将来像
○基本目標

○分野別施策
 ・現状と課題
 ・施策の方向性

○基本戦略
 ・数値目標
 ・主要施策

基本構想基本構想

基本計画

総合戦略

前期基本計画 後期基本計画

第３期日向市総合戦略

令和7
（2025）年度

令和8
（2026）年度

令和9
（2027）年度

令和10
（2028）年度

令和11
（2029）年度

令和12
（2030）年度

令和13
（2031）年度

令和14
（2032）年度

内閣府人口推計 [R6公表プログラム]社人研準拠
内閣府人口推計 [R6公表プログラム]独自推計

R2人ロビジョン推計

59,629

56,310
53,968

51,577
49,199

46,735
44,285

41,799
39,318

36,854
34,431

31,199
33,932

36,713
39,508

42,322
45,107

47,875
50,570

53,290
55,966

59,629

65,000人

60,000人

55,000人

50,000人

45,000人

40,000人

35,000人

30,000人
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

　総合計画は、令和７
(2025) 年 度 か ら 令 和
14(2032) 年度までの８
年間を見据えた「基本構
想」と令和７(2025) 年
度から令和 10(2028)
年度までの４年間を計
画期間とする「前期基
本計画」から構成され
ています。

① 

は
じ
め
に

② 
人
口
推
計
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第２部 基本構想

　市民やまちを訪れる人が豊かな自然と共生しながら、新たな魅力を創造することで人を呼び込み、まちに
にぎわいと交流を生み出し、まちに暮らす全ての人が互いに知恵や力を出し合うことで、本市の未来を共に
創るまちづくりを目指します。

　人口減少 · 少子高齢化の進展など本市を取り巻く状況や市民ニーズの結果をもとに、本市が抱える「重点
課題」を整理しました。　

　総合計画に取り組むことで実現したいまちの「将来像」を定めています。

人と自然が響き合い、にぎわいあふれる共創のまち日向

未来につながる人を育てる
　地域全体でこどもを育てる環境や、子育ての負担を軽減し、安心してこどもを産み育てられる環境
をつくる必要があります。

1

若者が魅力を感じる仕事があるまちをつくる
　本市の「強み」を生かした魅力の創出や、中小企業をはじめとした地場産業の持続的な支援に取り
組んでいく必要があります。

2

地域資源を生かして新しい人の流れをつくる
　効果的なシティプロモーション活動を推進し、本市の新たな魅力を市民の皆さんや事業者、団体等
と共に創造し、それを地域の内外へと広めることで魅力的な地域ブランドとして育て、移住・定住人
口を増やすとともに、市民や来訪者の本市への愛着や誇りを醸成する取組が必要です。

3

安全で安心して暮らせる快適なまちをつくる
　高齢者が住み慣れた地域で健康でいきいきと暮らし続けられるまちづくりを進めていくことが必要
です。人口減少が進んでも、地域で支え合い、住み慣れた地域で安心して快適に暮らせる環境づくり
に取り組むことが求められています。
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① 

将
来
像

③ 

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
課
題

人と自然が
響き合う

にぎわい
あふれる

共創のまち

　まちに暮らす人やまちを訪れる人と自然環境が相互に影響を与え合い、調
和して共存している状態を示しています。本市の財産である豊かな自然を大
切にしながら、持続可能な生活を送ることの重要性を示しています。

　地域が活気に満ち、多くの人々が集まり、イベントや様々な活動を通して
交流している様子を示しています。

　地域をより良くするため、行政や市民、企業等が協力し、対話を重ねなが
ら、共に新しい社会的価値やアイデアを生み出すことを意味しています。
　人のつながりが地域活性化や発展に寄与することを示しています。
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次代を担う心豊かなこ
どもを育む、安心して
産み育てられるまち

Ⅰ
子育て・教育

みんなで支え合い、い
きいきと暮らせる健康
長寿のまち

Ⅱ
健康・福祉

活力とにぎわいにあふ
れ、交流が広がり、将来
にわたって誇れるまち

Ⅲ
産業・交流

人と地球に優しく、安
全で安心して生活でき
る災害に強いまち

Ⅳ
生活環境

豊かな自然と調和し、快
適で利便性の高いまち

Ⅴ
社会基盤

個性と多様性を認め合い、
誰もが自分らしく幸せに
暮らせる共生のまち

Ⅵ
人権・市民協働

1-1　子育て環境づくりの推進

2-1　健康づくりの推進と社会保障制度の安定運営

3-1　商工業の振興と雇用の促進

4-1　防災・減災対策の充実

5-1　計画的な土地利用の推進と都市空間の形成

6-1　人権・平和の尊重

1-2　学校教育の推進

2-2　地域共生社会の実現

3-2　新たな産業の振興

4-2　消防体制の充実

5-2　社会基盤施設の整備と維持管理

6-2　男女共同参画の推進

1-3　教育環境の充実

2-3　高齢者福祉の充実

3-3　観光・交流の推進

4-3　生活安全対策の推進

5-3　港湾機能の充実と活用

6-3　協働のまちづくりの推進

1-4　生涯学習・青少年健全育成の推進

3-4　スポーツの推進

4-4　循環型社会の構築

5-4　景観形成と緑化の推進

6-4　多文化共生と国際交流の推進

3-6　中山間地域の活性化と移住定住の促進

1-5　文化芸術の振興

2-4　障がい福祉の充実

3-5　農林水産業の振興

4-5　安全で良質な水の安定供給と生活排水の適正処理

第３部 基本計画

将来像を達成するため、前期基本計画では下記の施策に取り組みます。

① 

前
期
基
本
計
画
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★ 合 計 特 殊 出 生 率 が 令 和
32(2050)年までに1.85
に上昇し、その後維持する

★39歳以下の人口移動が
　毎年10％改善

『日向市人口ビジョン』の目標

令和 32（2050）年目標

人口 44,000 人

デジタル技術の活用による地域課題の解決（自治体ＤＸの推進）

ゼロカーボンシティの実現 地方創生ＳＤＧｓの推進

　前期基本計画の計画期間内で優先的かつ重点的に取り組む施策を「重点戦略」として定めています。
　重点戦略では、本市が抱える重点課題（P2）の解決や人口減少の抑制を図りながら、「地域ビジョン」の実現
を目指します。

② 

重
点
戦
略

基本戦略

横断的な目標

安心してこどもを産み
育てられるまちをつくる

安定した雇用と稼ぐ
地域をつくる

地域資源を生かして
新しい人の流れをつくる

安全・安心で利便性の
高いまちをつくる

基本戦略1

基本戦略2

基本戦略3

基本戦略4

子育て世代に選ばれる
まちづくり

未来に希望をつなげる
人づくり

安定した雇用があり
人材が育つまちづくり

稼ぐ力を高める
まちづくり

来てみたくなる
まちづくり

誇りと愛着を育み
人が集まるまちづくり

安全・安心なまちづくり

便利で快適なまちづくり

主要施策

こどもが故
ふ る さ と

郷に誇りを持てるまち、未来に希望をつなぐまち 日向

（令和６(2024) 年８月改訂）

地域ビジョン
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数値目標

数値目標

主要施策１－１ 子育て世代に選ばれるまちづくり

主要施策２－１ 安定した雇用があり人材が育つまちづくり

主要施策１ デジタル技術の活用による地域課題の解決（自治体 DX の推進）

主要施策１－２ 未来に希望をつなげる人づくり

主要施策２－２ 稼ぐ力を高めるまちづくり

市民アンケート調査（20 歳～ 59 歳）で
「子育てがしやすいか」との問に「そう思う」
「ややそう思う」と答えた割合

市民アンケート調査における
「産業振興施策」の満足度

妊娠期から子育て期までの支援の充実、子育てと仕事の両立支援と環境の充実、ひとり親家庭への支援、
こどもの健やかな成長を保障する支援の充実、こどもを応援する地域づくりの推進

中小企業の労働生産性の向上や競争力の強化、創業・新分野進出と販路拡大等の支援、多様な人材が働け
る労働環境の整備、商工業を担う後継者の育成、担い手の確保・育成と農業経営の安定化、環境に優しい
農業の推進、適正な森林整備や災害に強い路網整備の推進、木材の需要拡大や林業担い手の確保・育成

小・中学校の ICT 化による教育 DX の推進、観光 DX の推進、スマート農業の推進、
新たな公共交通サービスの導入、介護現場の負担軽減

確かな学力を育む教育の推進、三位一体の教育（小中一貫教育・キャリア教育・コミュニティスクール）
の推進、学校ＩＣＴの推進、教職員のＩＣＴ活用指導力の向上、市立小中学校適正規模・適正配置、学
校施設の改修・整備、学校給食費の無償化、いじめや不登校など誰一人取り残さない教育に向けた相談・
支援体制の充実、新たな図書館複合施設の整備、図書館サービスの充実、市民が文化芸術に親しむ機会
の創出や文化活動への参加に向けた環境づくり、まちづくり人材の育成と市民活動の支援

工業用地の確保と整備、若者や女性のニーズが高い企業の誘致、細島港の整備促進と機能強化、物流体制
の強化とポートセールスの推進、６次産業化や新たなブランド産品の開発の支援、地場産品の流通拡大

合計特殊出生率

一人当たり製造品出荷額（年間）

33.7％

2.34（平均値 2.42）

1.81

305 万円

50.0％
（令和9年9月調査予定）

平均値以上
（令和 9 年 9 月調査予定）

1.83

340 万円

指標名

指標名

基準値
令和５（2023）年度

基準値
令和５（2023）年度

目標値
令和 10（2028）年度

目標値
令和 10（2028）年度

③ 

基
本
戦
略
と
主
要
施
策

安心してこどもを産み育てられるまちをつくる

安定した雇用と稼ぐ地域をつくる

基本戦略1

基本戦略2

横断的な目標

前
ペ
ー
ジ
の
「
基
本
戦
略
」
と
「
主
要
施
策
」
に
つ
い
て
、
数
値
目
標
や
具
体
的
な
取
組
を
定
め
て
い
ま
す
。

未
来
に
希
望
を
つ
な
ぐ
ま
ち 

日
向
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数値目標

主要施策３－１ 来てみたくなるまちづくり

主要施策２ ゼロカーボンシティの実現 主要施策３ 地方創生ＳＤＧｓの推進

主要施策３－２ 誇りと愛着を育み人が集まるまちづくり

市民アンケート調査で
「市に愛着や誇りを感じる」と答えた割合

プロモーションの推進、持続可能な観光地域づくりの推進、観光施設の利活用促進、国内外誘客による
観光消費の拡大、総合体育館の整備推進と利活用の促進、スポーツ施設（お倉ヶ浜総合公園等）の整備、
スポーツキャンプ等の誘致、サーフィン大会の誘致及びビーチの賑わいの充実

環境に優しい農業の推進、資源循環型の森林づくり、
二酸化炭素（CO₂）排出量の削減

各施策に SDGs が目指す 17 の目標（ゴール）を
紐づけ

シティプロモーションの推進、ふるさと寄附金制度の推進、若山牧水をはじめとする先人の顕彰と活用、
ワーケーションの推進、移住定住の促進

観光入込客数（年間）

46.1％

1,102,410 人

50.0％
（令和9年9月調査予定）

80.0％
（令和9年9月調査予定）

1,760,000 人

指標名 基準値
令和５（2023）年度

目標値
令和 10（2028）年度

地域資源を生かして新しい人の流れをつくる

安全・安心で利便性の高いまちをつくる

基本戦略3

基本戦略4

数値目標

主要施策４－１ 安全・安心なまちづくり

主要施策４－２ 便利で快適なまちづくり

市民アンケート調査（日向市に住んで５年未満
の人）で「住みやすい」「まあまあ住みやすい」
と答えた割合

自治会（区）やまちづくり協議会の活動支援、自治会（区）への加入促進、地区防災計画の策定など防
災意識の啓発活動の推進、市民の防災訓練等への参加促進と備蓄品等の整備、高齢者や障がい者など災
害弱者の円滑な避難支援・個別避難計画の作成、二次救急医療機関の支援・地域医療体制の確保、地域
福祉を担う人材の育成、重層的支援体制整備事業の推進、認知症の正しい知識と理解の普及啓発、相談・
支援体制の充実、高齢者の権利擁護の推進、地域包括ケアシステムの深化・推進、障がい者の自立支援

「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の形成、地域特性に応じた土地利用の推進、空き家の適切な管理・
活用方法の提案及び除却支援、中心市街地の空き地や空き店舗の有効な活用、地域公共交通の維持・確保、
土地区画整理事業の早期完成、住宅確保要配慮者の居住の安定確保

自治会（区）の新規加入世帯数（年間）

73.3％

212 世帯 230 世帯

指標名 基準値
令和５（2023）年度

こ
ど
も
が
故ふ

る
さ
と郷
に
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
、

地
域
ビ
ジ
ョ
ン

目標値
令和 10（2028）年度
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④ 

前
期
基
本
計
画
で
取
り
組
む
施
策
前
期
基
本
計
画
で
は
、
分
野
ご
と
に
基
本
目
標
Ⅰ
～
Ⅵ
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

基本目標Ⅰ　子育て・教育

基本目標Ⅱ　健康・福祉

⃝
⃝
⃝
⃝
⃝
⃝

妊娠・出産から乳幼児期にわたる支援の充実★
安心して子育てができる支援の拡充★
子育てと仕事が両立できる環境の整備
ひとり親家庭への支援★
こどもの健やかな成長を保障する支援の充実★
こどもを応援する地域づくりの推進★

施策1-1　子育て環境づくりの推進
⃝
⃝
⃝

小学校・中学校教育等の充実★
教職員の育成と働き方改革
特別支援教育の充実

施策1-２　学校教育の推進

⃝
⃝
⃝

安全・安心な教育環境の整備・充実★
学校給食の充実★
児童生徒を大切にする教育の推進★

施策1-3　教育環境の充実

⃝
⃝
⃝
⃝

生涯学習の充実
社会教育団体の育成
図書館サービスの充実★
青少年の健全育成

施策1-4　生涯学習・
　　　　　青少年健全育成の推進 ⃝

⃝
⃝

文化芸術活動の促進★
文化財等の保存・継承・活用
地域の先人の顕彰と活用★

施策1-5　文化芸術の振興

次代を担う心豊かなこどもを育む、安心して産み育てられるまち

みんなで支え合い、いきいきと暮らせる健康長寿のまち

⃝
⃝
⃝

保健対策の充実
医療提供体制の充実★
社会保障制度の安定運営

施策2-1　健康づくりの推進と
　　　　　社会保障制度の安定運営 ⃝

⃝
地域福祉の推進★
生活支援と自立の促進

施策2-2　地域共生社会の実現
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基本目標Ⅲ　産業・交流

基本目標Ⅱ　健康・福祉

⃝
⃝
⃝

活力ある商工業の振興★
就業の場の確保と雇用の創出★
産業人材の育成★

施策3-1　商工業の振興と雇用の促進

⃝
⃝
⃝

高齢者の社会参加と生きがいづくり
地域で暮らし続けるための支援の充実★
介護サービスの充実と持続可能な制度運営★

施策2-3　高齢者福祉の充実

⃝
⃝

企業誘致の推進★
企業の技術革新の促進支援★

施策3-2　新たな産業の振興

⃝
⃝

中山間地域の活性化
移住定住の促進★

施策3-6　中山間地域の活性化と
　　　　　移住定住の促進

⃝
⃝
⃝

権利擁護の推進
地域生活の支援★
社会参加の促進

施策2-4　障がい福祉の充実

⃝
⃝

⃝
⃝

効果的なプロモーションの推進★
地域ブランディングと愛着や誇りの
醸成による市民参画の拡大★
持続可能な観光地域づくりの推進★
国内外誘客による観光消費の拡大★

施策3-3　観光・交流の推進

⃝
⃝
⃝
⃝

生涯スポーツの推進
競技スポーツの推進
スポーツ施設の整備と活用★
地域資源の活用による
スポーツ交流の推進★

施策3-4　スポーツの推進
⃝
⃝
⃝
⃝
⃝
⃝
⃝

担い手の確保・育成と農業経営の安定化★
地域の特性を生かしたブランド化の推進★
環境に優しい農業の推進★
農村環境の維持と生産基盤の整備
畜産業の振興
森林・林業・木材産業の振興★
水産業の振興

施策3-5　農林水産業の振興

みんなで支え合い、いきいきと暮らせる健康長寿のまち

活力とにぎわいにあふれ、交流が広がり、将来にわたって誇れるまち
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基本目標Ⅳ　生活環境

基本目標Ⅴ　社会基盤

⃝
⃝

災害予防対策の推進
地域防災力の向上★

施策4-1　防災・減災対策の充実
⃝
⃝

警防・救急体制の充実
消防団体制の充実

施策4-２　消防体制の充実

⃝
⃝
⃝
⃝
⃝

生活の質を高める都市基盤と住環境の整備★
安全で安心な建築物の整備促進
市営住宅の整備と住宅セーフティネットの推進★
広域交通網の整備促進
市道の整備と適切な維持管理

施策5-2　社会基盤施設の整備と維持管理

⃝ 交通・地域安全対策の推進
施策4-3　生活安全対策の推進

⃝
⃝
⃝
⃝
⃝
⃝

ごみの発生抑制と再利用の推進
ごみの適正処理の推進
安全で適正な処理体制の構築
再生可能エネルギーと省エネの推進★
自然環境の保全
河川・海岸の保全

施策4-4　循環型社会の構築

⃝
⃝
⃝
⃝

信頼される水道サービスの提供
健全な水道事業経営
持続可能な下水道事業運営
合併処理浄化槽の普及促進

施策4-5　安全で良質な水の安定供給と
　　　　　生活排水の適正処理

⃝
⃝
⃝
⃝

計画的な土地利用による都市空間の形成★
空き家対策の推進★
中心市街地活性化の推進★
地域公共交通の充実★

施策5-1　計画的な土地利用の推進と
　　　　　都市空間の形成

人と地球に優しく、安全で安心して生活できる災害に強いまち

豊かな自然と調和し、快適で利便性の高いまち
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基本目標Ⅵ　人権・市民協働

基本目標Ⅴ　社会基盤

⃝
⃝
⃝

人権・同和教育の推進
人権・同和行政の推進
平和を尊ぶ意識の醸成

施策6-1　人権・平和の尊重

⃝
⃝

港湾施設の整備促進★
物流体制とポートセールスの強化★

施策5-3　港湾機能の充実と活用

⃝
⃝
⃝

男女共同参画の意識づくり
女性の参画拡大と活躍の推進
安全・安心な暮らしの実現

施策6-2　男女共同参画の推進

⃝
⃝

美しい景観の保全と形成の推進
緑花あふれる美しい風景づくり

施策5-4　景観形成と緑化の推進

⃝
⃝
⃝

地域コミュニティの活性化★
団体活動の支援★
広報・広聴活動の充実

施策6-3　協働のまちづくりの推進
⃝
⃝
⃝

国際感覚豊かな人材の育成
国際交流の推進と異文化理解
外国人に優しいまちづくり

施策6-4　多文化共生と国際交流の推進

豊かな自然と調和し、快適で利便性の高いまち

個性と多様性を認め合い、誰もが自分らしく幸せに暮らせる
共生のまち
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日向市未来創造プラン～ロボットと共生社会～
黒木 絢

あや
斗
と

さん（大王谷学園初等部3年生）

笑顔かがやく町
黒木 結

ゆ づ
月さん（日知屋東小学校6年生）

総合計画の策定にあたり、
市民の皆さんと未来のまちづくりについて考えました
日向市の未来を考えるまちづくりワークショップ

小学生４～６年の部

小学生１～３年の部

中学生の部

　まちづくりワークショップを開催し、日向市の魅力やアイデア、未来のまちづくりに
必要な取組について市民の皆さんと考えました。

日向市未来デザイン
絵画コンクール 受賞作品

　絵画コンクールを開催し、次代を担うこどもた
ちに、日向市の未来の姿を描いてもらいました。
　 応募総数 80 作品の中から選ばれた、各部門の
金賞作品を紹介します！

市民投票の部は、小学生４～６年の部の
黒木さんが W 受賞されました‼ 

永遠に輝く日向の夏
伊藤 歩

あゆみ
さん（日向中学校1年生）


